
本報告では、日本および九州の農業の活性化のために求められている、
農林水産物・食品の輸出の可能性を探り、特に、北九州空港からの航空
貨物便による輸出を念頭におき、九州の農産物のアジア諸国・地域への
輸出拡大の方向性を検討する。
農産物の輸出振興は第二次安倍政権下で進められてきたが、どのような
政策が施行され、今日どのように引き継がれているのかを紹介する。
その上で、航空貨物による農産物輸出に焦点を当てその実態を明らかにする。
ヤマト運輸が日本航空と提携し貨物専用機を、2024年4月から運航するが、北九州空港は九州唯一のフレーター空港とし

て選ばれた。首都圏と九州を結ぶだけでなく、将来的には全国各地の空港とネットワークで結び、農産物輸出においても
アジアへのゲートウェイとして機能することが期待される。そのための条件と解決すべき課題について議論する。

本間 正義

※いただいた個人情報は、当研究所業務に関する情報提供・運営管理に活用させていただき、第三者に提供することはありません。

［ 概 要 ］
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6.20火 14:00-15:30

【お問合せ先】 公益財団法人アジア成長研究所（AGI） 担当：谷村 ☎ 093-583-6202 ✉ office@agi.or.jp

※インターネット環境とPC
やスマートフォン、タブレット
が必要です。

office@agi.or.jp

お申し込みは、お名前・ご所属・お電話番号を

明記の上、下記アドレスへメールを送信して

ください。

開催前日までにご参加用URLをメールにて

お送りします。

オンライン（ZOOM）で開催いたします。

［開催形式］

［ 主 催 ］ 公益財団法人アジア成長研究所
（北九州市小倉北区大手町11-4 ムーブ6階）

[ 参加料 ] 無 料 [ 言 語 ] 発表・資料ともに日本語

AGI特別教授

東京大学名誉教授

オンライン所員研究会
当研究所では所員の研究発表や意見交換のための所員研究会を開催しており
ます。研究者向けの研究会ですが、一般の参加もできますので、興味のある方
は是非ご参加ください。

九州の農林水産物輸出拡大と

北九州空港の活用について

北九州市からアジアへ、そして世界へ


	スライド番号 1

